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Iodine concentration calculated by dual-energy computed tomography (DECT) 



















スを選択し、甲状腺の右葉および左葉に1か所ずつ関心領域（region of interest; ROI）を置き、甲状腺実質のCT値（H
ounsfield unit; HU）を測定した。また同一の位置で、デュアルエネルギーCT装置から計算されたヨード濃度(mg/mL)を
求めた。得られたデータから、CT値とヨード濃度の関係、甲状腺摂取率とヨード濃度の関係について検討した。統計手
法にはSpearman rank correlation coefficientおよびWilcoxon signed-rank testを用い、p<0.05を有意とした。 
【結果】 甲状腺組織のCT値は、34.5-98.7 HU (平均±SD: 67.8±18.6)であり、ヨード濃度は0.0-1.3 mg/mL (0.5± 
0.4)であった。両者の間には中等度の相関が認められた（R=0.429, p<0.05, n=26）。I-123甲状腺摂取率は、１例を除い
て3時間値（46.3 ± 22.2 %; range, 11.1–80.1）と24時間値（66.5 ± 15.2 %; range, 40.0–86.1 %）では上昇傾向にあり
（p<0.01, n=13）、平均上昇率は143.6%であった。CT値と摂取率3時間値との間には相関が認められなかったが（p=0.08
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は高吸収の物質をＸ線が通過する際にエネルギーの低いＸ線のほうがより多く吸収される現象で、CT値の測定誤差と
なって画像上に現れる。これに対しDECTは、２つの異なるエネルギーのX線を用いて物質分別を可能とするものであり、
理論的にはより正確なヨード測定を得ることができ、このことはファントム実験で確かめられている。甲状腺摂取率3時間
値は甲状腺の代謝速度を反映していると考えられ、これと甲状腺実質のヨード濃度との間に負の相関が認められたこと
は理にかなっている。対象患者は2週間のヨード制限をしており、甲状腺の代謝が速ければ甲状腺からのヨード排泄も
亢進していると考えられ、結果として組織内ヨード値は低値であるはずである。 
【結論】 I-123摂取率3時間値とDECTを用いた組織内ヨード濃度が負の相関を示すことは、DECTを用いた甲状腺組織
内ヨード濃度測定が、甲状腺機能を評価する新たな指標となる可能性を示唆する。 
 
 
